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国
土
交
通
省
海
事
局
で
総
務
課
長
を
し

て
お
り
ま
す
松
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
福
岡
出
張
が
重
な
り
、
３

月
に
は
柳
川
市
の
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
養
成

所
の
修
了
式
、
５
月
に
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
啓
発
週
間
（
14
日
～
20
日
）
に
あ

わ
せ
取
組
み
推
進
の
お
願
い
、
そ
し
て
今

回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
海
事
観
光
の
戦
略
的
推
進
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１  
我
が
国
の
観
光
政
策
の
方
向
性

　

観
光
と
い
う
言
葉
が
そ
も
そ
も
ど
こ
か

ら
来
て
い
る
の
か
、
実
は
中
国
の
古
典
の

易
経
の
中
の
言
葉
で
、
国
の
光
（
文
物
や

政
治
、
暮
ら
し
向
き
、
風
俗
等
）
を
観

る
、
観
せ
る
こ
と
は
為
政
者
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

徳
川
時
代
に
は
参
勤
交
代
が
あ
り
、
街

道
沿
い
に
は
特
に
宿
場
町
に
お
い
て
宿

泊
、
食
事
、
物
品
購
買
と
い
う
よ
う
な
経

済
的
効
果
も
あ
っ
た
は
ず
で
、
参
勤
交
代

自
体
が
図
ら
ず
と
も
観
光
推
進
に
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
と
い
う
言
葉
が
広
く
大
衆
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幕
末
で
、
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
の
寄
贈
船
が
観
光
丸
と
名
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
発
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
観
光
立

国
の
意
義
に
つい
て

で
す
が
、
大
き
く

４
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
成
長
戦

略
の
柱
、
２
つ
目

に
地
域
発
展
の

鍵
、
こ
れ
に
は
経

済
的
な
意
義
も
含

ん
で
い
ま
す
。
３

つ
目
、
日
本
の
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
の
向

上
に
よ
り
国
際
社

会
で
の
地
位
を
確

固
た
る
も
の
に
す

る
、
こ
れ
は
政
治

的
な
意
義
で
も
あ

り
極
め
て
重
要
、

４
つ
目
に
、
自
ら

の
文
化
・
地
域
へ

の
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
立
国
と
し
て
は
、
ま
ず
日
本
人
の

国
内
旅
行
の
需
要
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

で
す
が
、
訪
日
外
国
人
、
所
謂
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
旅
行
需
要
を
取
込
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
近
年
我
が
国

で
は
輸
出
が
減
少
し
、
貿
易
立
国
と
し
て

の
地
位
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
国
内
消
費
を
増
大

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
、

こ
う
い
う
こ
と
が
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
人
口
面
か
ら
み
る
と
、
現
在
、

日
本
の
人
口
は
約
１
億
２
千
７
百
万
人
、

し
か
し
30
年
後
の
２
０
５
２
年
に
は
１
億

人
で
２
千
７
百
万
人
も
の
減
と
な
り
ま

す
。（
資
料
１
）
東
京
が
２
つ
消
え
て
な

く
な
る
と
い
う
計
算
に
な
り
、
こ
れ
は
日

海事観光の戦略的推進について

日　時　　令和元年 6 月 10 日 （月）
場　所　　オリエンタルホテル福岡 博多ステーション 3階 
　　　　　オリエンタルボールルーム山笠

主　催　　公益財団法人 九州運輸振興センター
助　成　　日本財団
後　援　　九州運輸局  西日本鉄道㈱  ＪＲ九州

松　本　勝　利
国土交通省 海事局
総務課長

資料1
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本
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
東
京
で
は
社
会
増
が
続
い
て
い

て
、
こ
の
先
も
活
力
維
持
が
で
き
る
反

面
、
地
方
は
人
口
流
失
が
加
速
す
る
、
ま

さ
に
地
方
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
の
活
力
を
ど
う
維
持
す
る
の
か
、

例
え
ば
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
い
う
の
は
地

域
経
済
を
循
環
さ
せ
ま
す
。
災
害
に
強
い

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
あ
る
い
は
防
災
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
、
あ
る
い
は
経
済
発
展
の
た

め
に
は
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
公
共
事
業
の
予
算
の
推
移

を
み
る
と
、
ピ
ー
ク
の
90
年
代
後
半
で
は

15
兆
円
の
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
で
は
６
兆
円
で
、
９
兆
円
も
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す

　

今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
を
み
る

と
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
99
兆
、
お
よ
そ

１
０
０
兆
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
が
１
０

０
兆
の
う
ち
の
１
／
３
、
33
兆
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
金
、
医
療
、
介
護
等
、
こ
れ

は
高
齢
化
が
進
み
増
加
と
な
り
、
ま
た
、

地
方
交
付
税
も
全
体
の
中
の
１
／
６
で
約

16
兆
で
す
が
、
こ
の
２
つ
は
減
額
で
き
ま

せ
ん
。
あ
と
は
１
／
４
が
国
債
の
償
還
費

25
兆
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
、
政
策
的
に

使
え
る
と
こ
ろ
は
25
兆
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
文
教
及
び
科
学

振
興
、
防
衛
も
そ
れ
ぞ
れ
５
兆
ず
つ
と

な
っ
て
お
り
、
残
り
公
共
事
業
プ
ラ
ス
そ

の
他
を
併
せ
て
15
兆
で
、
結
果
公
共
事
業

の
予
算
は
６
兆
と
な
り
ま
し
た
。
減
少
分

の
９
兆
円
を
仮
に
公
共
事
業
で
増
や
そ
う

と
す
る
と
財
源
と
し
て
消
費
税
を
上
げ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
を

１
％
あ
げ
る
と
２
兆
円
以
上
増
収
と
な
り

ま
す
が
、
９
兆
円
だ
と
４
％
も
上
げ
な

い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
公
共
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
望

む
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
推
進
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
日
本

に
お
い
て
本
格
的
に
観
光
立
国
関
係
施
策

を
進
め
た
の
は
小
泉
内
閣
時
代
に
ビ
ジ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
を
掲
げ
て
か
ら
で
す
。
当
時

の
訪
日
外
国
人
は
５
２
０
万
人
で
し
た

が
、
こ
の
時
、
倍
増
の
１
千
万
人
を
目
標

数
に
し
ま
し
た
。
徐
々
に
訪
日
外
国
人
数

は
増
え
ま
し
た
が
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
翌
２
０
０
９
年
に
は
一

旦
落
ち
込
み
、
東
日
本
大
震
災
の
２
０
１

１
年
に
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

２
０
１
２
年
以
降
は
毎
年
、
増
加
を
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
３
千
万
人
を

超
え
て
お
り
、
現
２
０
１
９
年
も
４
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
訪
日
外
国
人
が
３
千
万
人
を

超
え
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
３
千
万
人
の

外
国
人
の
受
入
れ
と
い
う
の
は
国
際
的
に

い
う
と
ど
の
程
度
の
数
値
な
の
か
、
世
界

観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
集
計
し
た

外
国
人
旅
行
者
受
入
数
の
国
際
比
較
で

は
、
２
０
１
７
年
日
本
は
世
界
で
12
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
、

タ
イ
に
次
い
で
３
位
と
な
り
ま
す
。
や
は

り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て

お
り
、
フ
ラ
ン
ス
１
位
、
ス
ペ
イ
ン
２

位
、
他
イ
タ
リ
ア
、
英
国
、
ド
イ
ツ
が
ベ

ス
ト
10
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
で
す
が
、
具

体
的
に
い
う
と
宿
泊
費
、
食
事
代
、
物
品

購
入
費
、
国
内
で
の
交
通
費
あ
る
い
は

サ
ー
ビ
ス
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
、
例

え
ば
、
歌
舞
伎
や
能
を
観
る
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
消
費
額
で
す
が
、
お
よ

そ
、
一
人
当
た
り
13
万
円
か
ら
17
万
円
、

２
０
１
８
年
で
は
約
15
万
円
、
訪
日
旅
行

者
数
が
３
千
万
人
な
の
で
総
額
４
兆
５
，

１
８
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
籍
・
地
域
別
の
訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額
と
構
成
比
で
は
１
位
中

国
、
２
位
韓
国
、
３
位
台
湾
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

４
・
５
兆
円
の
外
国
人
の
消
費
額
は
あ

る
意
味
、
物
品
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
が
輸
出

す
る
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
を
他
の

製
品
別
輸
出
額
と
比
較
す
る
と
船
舶
は

１
・
４
兆
円
、
造
船
業
は
日
本
の
誇
る
輸

出
産
業
で
す
し
、
今
も
中
国
、
韓
国
に
続

き
世
界
３
位
で
す
が
輸
出
額
で
は
こ
の
数

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
鉄
鋼

３
・
４
兆
円
、
半
導
は
４
・
２
兆
円
で

す
。
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
が
４
・
５
兆

円
と
い
う
こ
と
で
１
位
の
自
動
車
12
・
３

兆
円
、
２
位
の
化
学
製
品
８
・
９
兆
円
に

次
ぐ
輸
出
産
業
と
言
え
ま
す
。
ま
さ
に
観

光
は
日
本
の
経
済
を
支
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
政
府
が

新
た
な
目
標
値
を
設
定
し
ま
し
た
。（
資

料
２
）
２
０
２
０
年
に
お
い
て
、
イ
ン
バ
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ウ
ン
ド
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
４
千
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
一
人

当
た
り
の
消
費
額
、
現
況
約
15
万
円
の
と

こ
ろ
を
20
万
円
と
想
定
し
て
、
訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額
８
兆
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
３
０
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
の
観
光
需

要
、
あ
る
い
は
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）、
カ
ジ
ノ
開
業
等
、
そ
れ
ら
の
期
待

も
込
め
て
外
国
人
旅
行
者
数
６
千
万
人
、

さ
ら
に
一
人
当
た
り
の
消
費
額
を
25
万
円

と
し
、
15
兆
円
と
い
う
訪
日
外
国
人
旅
行

消
費
額
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

２  「
観
光
先
進
国
の
実
現
に
向
け
た

海
事
観
光
の
戦
略
的
推
進
に
つ
い
て
」

と
り
ま
と
め

　

２
０
２
０
年
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
４

千
万
人
、
消
費
額
８
兆
円
と
い
う
高
い
目

標
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
土

交
通
省
と
し
て
は
、
海
事
分
野
で
も
観
光

振
興
に
向
け
て
様
々
な
取
組
み
を
加
速
化

し
て
行
き
ま
す
。
海
事
観
光
に
お
い
て
戦

略
的
推
進
を
進
め
る
た
め
２
０
１
８
年
９

月
に
「
海
事
観
光
戦
略
実
行
推
進
本
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
内
部
の
会
議

な
の
で
、
海
事
局
の
メ
ン
バ
ー
や
観
光
庁

が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
議
論
を
行
っ
て
、
２
０
１
９
年
３

月
に
「
観
光
先
進
国
の
実
現
に
向
け
た
海

事
観
光
の
戦
略
的
推
進
に
つ
い
て
」
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
推
進
本
部
と
し
て
は
ま

ず
、「
観
光
先
進
国
」
の
実
現
に
向
け
た

海
事
観
光
推
進
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ

て
い
ま
す
。（
資
料
３
）

　

１
つ
目
に
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
政
府
目

標
の
達
成
に
向
け
て
海
事
分
野
と
し
て

も
貢
献
す
る
。

　

２
つ
目
、
海
事
観
光
を
海
事
分
野
の
成

長
エ
ン
ジ
ン
に
す
る
こ
と
で
す
。
人
口
減

少
時
代
に
お
い
て
離
島
航
路
は
維
持
す
る

の
も
困
難
な
状
況
で
す
。
昨
年
の
九
州
、

五
島
で
フ
ェ
リ
ー
会
社
が
経
営
破
綻
し
ま

し
た
。
何
と
か
関
係
者
の
ご
努
力
で
サ
ー

ビ
ス
自
体
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
、
定
住
人
口
だ
け
に
依
存
し
た
離
島

航
路
の
維
持
は
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
減
少
す
る
定
住
人

口
に
代
わ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
て

交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

資料3
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３
つ
目
に
海
事
局
の
進
め
る
「
Ｃ　

ｔ

ｏ　

Ｓ
ｅ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
観
光
面

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
更
に
活
性
化
す
た

め
に
２
年
前
か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
国
民
に
広
く
海
を
知
っ
て
も
ら
う
、

海
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
の
取
組
み
と
し
て
、
視
点

を
３
つ
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

視
点
１
で
は
地
方
誘
客
、
消
費
拡
大

へ
の
貢
献
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
な

例
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
取
組
み
が
あ

り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
瀬
戸
内
海
汽
船
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
Ｊ
Ｒ
の
旅
行
商
品
と
し
て

レ
ー
ル
＆
ク
ル
ー
ズ
を
販
売
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
変
好
調
だ
っ
た
の
で
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
瀬
戸
内
海
汽
船
が
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
新
船
を
造
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
愛
好
者
を
取
込
む
た
め

に
、
サ
イ
ク
ル
＆
ク
ル
ー
ズ
を
２
０
１
８

年
か
ら
開
始
、
し
ま
な
み
海
道
ル
ー
ト

（
尾
道
～
生
口
島
）
で
、
サ
イ
ク
ル
シ
ッ

プ
・
ラ
ズ
リ
２
基
が
運
航
し
て
い
ま
す
。

　

富
裕
層
の
誘
致
に
向
け
、
ス
ー
パ
ー

ヨ
ッ
ト
の
寄
港
を
推
進
す
る
に
は
検
査
基

準
等
の
規
制
の
見
直
し
な
ど
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
例
え
ば
日
本

に
は
飛
行
機
で
来
て
、
そ
の
後
に
豪
華

ヨ
ッ
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
い
、
こ
う

い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
支
援
や
環
境
整

備
等
で
協
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
離
島
へ
の
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
関
し
て
、
現
行
制
度
で
は
生
活
航

路
を
運
航
す
る
事
業
形
態
と
の
関
係
か

ら
、
運
航
す
る
航
路
等
に
一
定
の
枠
組
み

あ
り
、
観
光
航
路
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
０
１
８

年
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
船
旅
振
興
制
度
」
を

創
設
し
、
条
件
は
有
り
ま
す
が
、「
人
の

運
送
を
す
る
不
定
期
航
路
事
業
」
で
は
同

一
航
路
を
年
間
30
日
間
運
航
で
き
、
さ
ら

に
、「
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
」
に
お

い
て
予
約
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
航
路
変

更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元

自
治
体
が
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
船
旅
振
興
」

と
位
置
付
け
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
運

航
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
新
潟
粟
島
航
路
の
運
航

も
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
で

は
３
年
に
１
回
「
瀬
戸
内
海
国
際
芸
術

祭
」
を
春
、
夏
、
秋
の
３
期
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
島
間

移
動
の
利
便
向
上
の
た
め
、
３
航
路
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

コ
ト
消
費
の
拡
大
で
は
、
マ
リ
ン
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
関
係
者
を
、
飲
食
業
界
、
旅

行
業
界
、
情
報
サ
イ
ト
業
界
等
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
連
携
の
強
化
を
支
援
す
る
、
海
マ

ジ
！
事
業
で
は
、
若
年
層
に
、
体
験
と
称

し
て
無
料
で
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
、
他
に
も
全
国
に
全
16
ル
ー
ト

展
開
す
る
「
マ
リ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」
の
認

定
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

視
点
２
の
受
入
環
境
整
備
で
す
が
、
ス

ト
レ
ス
な
く
海
事
観
光
を
楽
し
む
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。（
資
料
４
）

　

フ
ェ
リ
ー
等
に

乗
船
す
る
前
の
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
で

は
、
船
舶
の
種
類

や
航
路
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
運
賃

や
利
用
可
能
な
パ

ス
、
予
約
の
必
要

性
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
が
可
能
な
の

か
等
々
を
日
本
語

だ
け
で
は
な
く
多

言
語
で
情
報
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

化
を
促
進
す
る
。

実
施
す
る
前
提
と

し
て
標
準
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
・
入
力

ル
ー
ツ
の
公
表
を

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

例
え
ば
、
観
光
地
と
観
光
地
を
結
ぶ
ル
ー

ト
を
検
索
し
た
と
き
に
、
利
用
で
き
る
交

通
機
関
が
一
括
表
示
さ
れ
、
決
済
シ
ス
テ

ム
も
整
っ
て
い
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
な
く
快

適
に
海
事
観
光
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

乗
船
後
の
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
は
、
観

光
情
報
を
多
言
語
で
放
送
す
る
な
ど
の
多資料4
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言
語
情
報
提
供
、
ま
た
、
旅
行
先
の
情

報
・
運
航
状
況
な
ど
の
検
索
に
船
内
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
整
備
目
標
を
策
定
す
る
と
共
に
、

事
業
者
の
方
々
に
周
知
し
、
こ
れ
ら
の
実

現
に
向
け
て
連
携
し
て
取
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
方
々
も
ど
ん

ど
ん
旅
行
さ
れ
る
時
代
な
の
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
さ
ら
に
進
め
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
取
組
み

も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

視
点
３
は
多
様
な
魅
力
の
発
信
強
化
で

す
。（
資
料
５
）

　

ま
ず
、
国
内
旅
行
者
向
け
に
海
事
振
興

に
係
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
成
功
事

例
）
集
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
海

事
観
光
に
係
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

表
彰
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
情
報
発
信
の
強

化
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
外
国
人

が
日
本
に
来
る
時
、
ど
の
サ
イ
ト
を
一
番

検
索
す
る
か
と
い
う
と
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日

本
政
府
観
光
局
）
の
サ
イ
ト
な
の
で
、
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
の
連
携
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
Ｃ　

ｔ
ｏ　

Ｓ
ｅ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
連
携
し
た
情
報
発
信
の
強
化
も
進
め

る
た
め
に
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
大
使
と
し

て
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
を
起
用
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｔ

Ｕ
48
と
い
う
の
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
姉
妹
グ

ル
ー
プ
で
、
瀬
戸
内
海
を
拠
点
と
す
る

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
で
す
。
彼
女
達
は

船
を
専
用
劇
場
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
も
含
み
「
Ｃ　

ｔ
ｏ　

Ｓ
ｅ
ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し

て
起
用
し
ま
し
た
。

３  

九
州
地
方
の
観
光
の
現
状

　

訪
日
外
国
人
は
３
千
百
万
人
に
達
し
ま

し
た
が
、
全
国
の
国
別
訪
日
外
国
人
は
１

位
中
国
が
約
８
３
０
万
人
、
２
位
韓
国
で

約
７
５
０
万
人
、
３
位
の
台
湾
が
約
４
７

０
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
の
訪
日
外
国
人
数
を
見
る
と
全
国

の
10
％
以
上
の
３
２
０
万
人
が
入
国
し
、

国
別
で
は
１
位
が
韓
国
で
約
２
２
０
万

人
、
２
位
台
湾
で
約
36
万
人
、
３
位
中
国

人
で
約
23
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国

の
訪
日
の
韓
国
人
が
７
５
０
万
人
で
す
の

で
、
そ
の
30
％
近
く
が
九
州
に
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
に
よ
っ
て
日
本
の
ど
こ
を
訪
問
す
る

か
は
好
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
中
国
人
は

関
東
、
中
部
、
近
畿
で
の
宿
泊
者
数
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
成
田
空
港
や
羽
田
空

資料5
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港
で
入
国
し
て
き
て
、
富
士
山
を
見
て
中

部
空
港
、
関
空
か
ら
出
国
す
る
、
も
し
く

は
逆
の
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
資
料
６
・
７
）

　

一
方
韓
国
人
は
九
州
で
の
宿
泊
者
数
が

多
く
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
が
半
分
位
で

す
。
な
お
、
台
湾
人
は
雪
を
見
た
い
と
い

う
こ
と
で
東
北
や
北
陸
で
の
宿
泊
者
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
別
の
日
本
人
、
外
国
人
の
延

べ
宿
泊
者
数
で
す
。

　

日
本
人
の
宿
泊
先
の
１
位
は
東
京
で
、

年
間
の
合
計
約
４
億
２
千
万
人
泊
、
ビ
ジ

ネ
ス
客
を
含
ん
だ
数
字
で
す
が
、
日
本
の

人
口
が
１
・
27
億
人
な
の
で
、
一
人
当
た

り
３
・
51
泊
を
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
年
間
８
千

８
百
人
泊
と
な
っ
て
い
て
、
２
０
１
８
年

約
３
千
百
万
人
が
来
日
し
て
い
る
の
で
１

人
当
た
り
の
平
均
宿
泊
日
数
は
２
・
９
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
各
県
で
す
が
、
福
岡
を
見
る
と
、

日
本
人
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
１
・
２
７
５

万
人
で
全
国
10
位
で
す
が
、
外
国
人
で
は

３
１
６
万
人
で
７
位
と
な
っ
て
い
て
、
他

６
県
も
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の
方
が
順

位
を
上
げ
て
い
ま
す
。

４  

九
州
地
方
に
お
け
る
海
事
観
光
の

取
組

　

ま
ず
、
九
州
、
下
関
も
含
め
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
状
況
で
す
。（
資
料
８
）

　

ク
ル
ー
ズ
船
月
間
別
寄
港
回
数
は
２
０

１
８
年
で
は
９
１
８
と
な
り
、
対
前
年
比

で
は
14
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
社
別
で
は
ト
ッ
プ
３
が
コ

ス
タ
・
ク
ル
ー
ズ
社
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ

ビ
ア
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
社

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
船

社
で
は
、「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」

と
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
が
各
々
42
回
づ
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
の
各
港
を
見
る
と
日
韓
定
期
航
路

が
あ
る
の
が
、
博
多
、
厳
原
、
比
田
勝
、

下
関
で
す
。
２
０
１
８
年
の
年
間
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
状
況
は
最
多
で
博
多
港
が
２
７

９
隻
、
長
崎
港
が
２
２
０
隻
、
佐
世
保
港

１
０
８
隻
、
鹿
児
島
港
１
０
０
隻
と
続
き

ま
す
が
、
最
少
で
は
細
島
港
の
６
隻
と

な
っ
て
い
ま
す

　

余
談
で
す
が
、
先
週
、
た
ま
た
ま
テ
レ

ビ
で
「
豪
華
客
船
の
世
界
」
と
い
う
番
組

を
見
た
の
で
す
が
、
２
０
２
０
年
は
20
隻

以
上
の
外
国
客
船
が
来
る
と
い
う
話
が
あ

り
、
そ
の
内
13
隻
は
日
本
発
着
の
ク
ル
ー

ズ
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
紹
介
が
あ

資料7
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り
ま
し
た
。

　
ク
ル
ー
ズ
市
場
と
主
な
ク
ル
ー
ズ
船
で
す
。

　

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
般

的
に
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
て
い
ま
す
。

10
泊
以
上
の
豪
華
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
、

あ
る
い
は
記
念
日
な
ど
で
乗
船
さ
れ
る

方
、
だ
い
た
い
１
泊
５
万
円
程
度
、
日
本

の
ク
ル
ー
ズ
会
社
は
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
少
し
安
い
ラ
ン
ク

が
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
７
泊
以

上
で
１
泊
３
万
円
程
度
、
比
較
的
若
い
年

齢
層
の
方
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
て
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
な
ど
が
提
供
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
な
の
が

カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
３
～
７
泊
が

中
心
で
、
客
船
が
近
年
、
ど
ん
ど
ん
大
型

化
し
て
い
る
関
係
で
、
安
い
も
の
で
は
１

泊
20
ド
ル
程
度
と
い
う
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
２
６
０
０
万

人
位
で
す
が
、
日
本
で
は
訪
日
外
国
人
３

１
０
０
万
人
の
内
、
２
５
０
万
人
が
ク

ル
ー
ズ
船
で
来
日
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

０
の
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
目
標

４
０
０
０
万
人
の
内
、
ク
ル
ー
ズ
船
訪
日

外
国
人
の
目
標
は
５
０
０
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

九
州
地
方
に
寄
港
し
て
い
る
ク
ル
ー
ズ

船
の
概
要
で
す
。（
資
料
９
）

　

日
本
に
は
か
つ
て
９
隻
の
ク
ル
ー
ズ
船

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
飛
鳥
Ⅱ
、

に
っ
ぽ
ん
丸
、
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

の
３
隻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
隻
は

い
ず
れ
も
九
州
に
寄
港
し
て
い
て
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
、
外
国
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
カ

ジ
ュ
ア
ル
ク
ラ
ス
と
言
わ
れ
る
船
が
来
て

い
ま
す
。

　

長
崎
に
お
け
る
外
航
定
期
航
路
（
日
韓

定
期
航
路
）
は
対
馬
釜
山
航
路
で
韓
国
か

ら
の
旅
行
客
が
急
増
し
、
か
な
り
混
雑
し

て
き
て
い
る
の
で
、
比
田
勝
港
に
お
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設
、
入
管
機
能
の
増
強

を
行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
の
誘
客
に
向
け
た

取
組
み
で
は
、
新
宮
港
か
ら
北
西
の
海
上

に
浮
か
ぶ
相
島
は
猫
が
非
常
に
多
く
、
し

か
も
人
に
と
て
も
な
つ
い
て
い
ま
す
。
普

通
は
人
が
猫
の
方
に
行
く
と
猫
は
逃
げ
ま

す
が
、
む
し
ろ
猫
が
寄
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
可
愛
ら
し
い
猫
が
２
０
０
匹

も
３
０
０
匹
も
住
ん
で
い
て
、
４
年
、
５

年
前
で
す
か
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
で
猫
の
島
と
紹
介

さ
れ
た
と
こ
ろ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
注
目
さ

れ
来
島
者
が
急
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
日
、
こ
こ
に
来
る
前
に
新
宮
漁
港

の
方
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
韓
国
人

の
グ
ル
ー
プ
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
方

も
い
て
85
人
の

乗
船
客
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ち
な

み
に
島
民
は
２
０

０
名
位
と
い
う
こ

と
で
、
多
分
ほ
と

ん
ど
が
観
光
客
で

は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

新
宮
町
の
利
促

進
と
し
て
、
外
国

表
記
の
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
さ
ら
に

西
鉄
貝
塚
線
の
終

着
駅
か
ら
新
宮
町

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
６
往

復
の
船
に
合
わ

せ
、
運
行
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
「
海
上
旅
客
航
路
維
持
・
活
性
化
支
援

推
進
本
部
」
の
取
組
状
況
に
つい
て
で
す
。

　

九
州
運
輸
局
と
の
取
組
と
い
う
こ
と

で
、
海
上
旅
客
船
の
航
路
維
持
、
活
性
化

の
た
め
に
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
、
１
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

島
原
～
三
池
航
路
は
有
明
海
を
横
断

し
、
福
岡
～
長
崎
の
陸
路
に
比
べ
て
距
離

的
・
時
間
的
優
位
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
は
表
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
九
州
運
輸

局
の
支
援
推
進
本
部
で
は
、
航
路
運
航
情

報
の
経
路
を
検
索
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
提
供

す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
し
、
検
索
画
面

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
２
０
１
９
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
利
用
者
が
、
前
年
比
35
％
増 資料9
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と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
来
て
初
め
て
情

報
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
は
乗
船
す
る
人

数
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
前

も
っ
て
ネ
ッ
ト
検
索
で
ア
ク
セ
ス
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
現
況
の
ネ
ッ
ト
社
会

で
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
効
果
的
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

海
の
駅
で
す
が
、
道
の
駅
は
ご
存
じ
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
の
海
版
で
ヨ
ッ

ト
、
ク
ル
ー
ザ
ー
で
来
て
も
ら
い
、
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
、
あ
る
い
は
美
し

い
眺
め
を
見
て
く
つ
ろ
ぐ
、
飲
食
や
休
憩

を
す
る
、
お
土
産
を
買
っ
て
も
ら
う
。
そ

の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
た
マ
リ
ー
ナ
、
漁

港
を
国
土
交
通
省
で
「
海
の
駅
」
と
認
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
１
６
９
ヶ
所
が
海
の

駅
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
九
州
に
は

26
の
海
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
福
岡
市
小
戸
の
「
ふ
く
お
か
・

お
ど
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
海
の
駅
」
に
隣
接

す
る
、
九
州
最
大
の
海
の
駅
「
ふ
く
お

か
・
マ
リ
ノ
ア
海
の
駅
」
で
は
外
国
人
も

多
く
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
外
国
語
堪
能

の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
（
資
料

10
）。
ま
た
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
親

子
と
も
ど
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
、「
マ
リ
ノ
ア
海
の
駅
」
や
「
お
ど

海
の
駅
」
を
使
っ
て
「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ア
カ
デ

ミ
ー
」
と
い
う
親
子
向
け
の
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。（
資
料
11
）
デ
ィ
ン
ギ
ー
ヨ
ッ
ト
や

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
達
に
も
大

変
好
評
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
海
の
駅
を
含
む
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
「
マ

リ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」
と
認
定
す
る
と
い
う

事
業
も
行
っ
て
い
て
、
全
国
に
16
の
マ
リ

ン
チ
ッ
ク
街
道
が
あ
り
、
九
州
で
は
福

岡
、
長
崎
、
天
草
と
い
っ
た
３
ル
ー
ト
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

５  

海
事
振
興

　
「
海
の
日
」
行
事
と
い
う
も
の
を
国
土

交
通
省
海
事
局
は
運
輸
局
と
連
携
し
な
が

ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

海
洋
立
国
日
本
に
お
け
る
海
の
日
の
由

来
や
意
義
を
周
知
す
る
た
め
に
、「
海
と

日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
内
閣
府
、
国
交

省
、
日
本
財
団
の
共
催
で
行
っ
て
い
て
ま

す
。
２
０
１
５
年
か
ら
開
始
し
、
東
京

港
・
晴
美
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
総
合
開

会
式
に
続
き
、
船
舶
の
一
般
公
開
、
操
船

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
１
万
人
く
ら
い

の
参
加
者
が
あ
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
地

資料11
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方
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
し
て
は
「
海
フ
ェ
ス

タ
」
が
あ
り
、
２
０
１
８
年
は
新
潟
で

開
催
、
２
０
１
９
年
は
秋
篠
宮
殿
下
・

妃
殿
下
を
お
迎
え
し
、
静
岡
市
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

国
民
の
海
離
れ
は
深
刻
と
な
っ
て
い
て
、

特
に
世
代
が
若
く
な
る
ほ
ど
海
を
知
ら

な
い
と
い
う
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、先
ほ
ど
も
お
話
し
ま
し
た
が
、

２
０
１
７
年
夏
か

ら
「
Ｃ　

ｔ
ｏ　

Ｓ
ｅ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
銘
打
っ

て
情
報
発
信
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
「
Ｃ　

ｔ

ｏ　

Ｓ
ｅ
ａ
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
啓
発

グ
ッ
ズ
の
作
成
、

そ
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48

を
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

で
任
命
し
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０

１
８
年
４
月
か
ら

「
海
コ
コ
」
と
い

う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

も
開
始
し
て
い
ま

す
。（
資
料
12
）

　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
は
他
の

姉
妹
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
り
、
船
に
専
用

劇
場
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
船
舶
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
く
困
っ

て
い
ま
し
た
、
一
方
我
々
は
「
Ｃ　

ｔ
ｏ

　

Ｓ
ｅ
ａ
」
で
誰
か
発
信
力
が
あ
る
人

た
ち
が
い
な
い
の
か
と
探
し
て
い
て
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
双
方
の
求
め
る
も
の

が
合
致
し
連
携
に
至
り
ま
し
た
。
海
や

船
の
発
信
の
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
に
は
メ

ン
バ
ー
の
中
か
ら
数
人
来
て
も
ら
い
イ

ベ
ン
ト
や
見
学
会
に
参
加
す
る
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
初
の
劇
場
船
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
48
号
」
が

２
０
１
９
年
竣
工
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
改
造

し
、
母
港
は
広
島
の
宇
品
港
で
４
月
16
日

に
就
役
式
を
行
い
ま
し
た
。
改
造
工
事
の

様
子
も
海
コ
コ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
海
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

海
事
観
光
に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま
し

た
が
、
島
国
で
あ
る
日
本
に
は
多
く
の
離

島
航
路
が
あ
り
ま
す
。
島
民
に
と
っ
て
離

島
航
路
は
重
要
な
生
活
航
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。
居
住
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

中
、
そ
の
航
路
維
持
が
大
変
難
し
い
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
日
本
に
来
て

い
ま
す
。
航
路
維
持
の
た
め
に
も
そ
の
人

達
を
い
か
に
交
流
人
口
に
取
込
ん
で
い
く

の
か
、
海
事
観
光
と
銘
打
っ
て
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
船
に
乗
り
た
く

な
る
環
境
を
整
備
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
海
事
局
は
各
運
輸
局
と
共
に
、
新

し
い
取
組
み
を
模
索
し
て
い
る
地
域
や
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
海
事
観
光
を
含

め
、
様
々
な
海
事
振
興
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

資料12


